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沼
田
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光
振
興
施
策

星
野
已
喜
雄
市
長
に
聞
く
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インタビュー

観
光
は
市
政
の
柱
　

椎
坂
ト
ン
ネ
ル

開
通
に
期
待

外
部
の
力
で
活
力
を

主
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

観光振興で連携
大学にもメリット
着実な成果が

４月に協定締結
写真家視点で情報発信
来春にフォトコン開催

■主な年間イベント■　

沼
田
観
光
へ
の
期
待
　

山
口
勝
廣
　

日
本
旅
行
写
真
家
協
会
会
長

柴
田
悟
一
　

横
浜
商
科
大
学
学
長
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群
馬
県
北
部
に
位
置
す
る
沼
田
市

（
人
口
約
５
万
２
千
人
）
。
赤
城
山
や

武
尊
山
な
ど
日
本
百
名
山
に
挙
げ
ら
れ

る
山
々
に
囲
ま
れ
た
、
自
然
豊
か
な
町

だ
。
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
と
も
い
わ
れ

る
国
指
定
の
天
然
記
念
物「
吹
割
の
滝
」

な
ど
魅
力
的
な
観
光
資
源
も
数
多
い
沼

田
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

写
真
左
上
か
ら
（
時
計
回
り

で
）
大
蛇
ま
つ
り
、
吹
割
の

滝
、
ふ
る
さ
と
キ
ラ
キ
ラ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
、
え
だ
ま
メ
ン
チ
、
た

ん
ば
ら
ラ
ベ
ン
ダ
ー
パ
ー

ク
、
沼
田
ま
つ
り

４月　花と緑のぐんまづくりin沼
田、吹割の滝開き

５月　老神温泉大蛇まつり
６月　観光さくらんぼ園オープン
７月　たんばらラベンダーパークオー

プン、たんばら高原星空観察会
（～月）

８月　沼田まつり、とねふるさと風の
まつり、観光ぶどう園オープン

９月　観光りんご園オープン、沼田花
火大会、老神温泉そば祭り、白
沢高原りんご＆ぶどうまつり

月　沼田市秋の大感謝祭オータムフ
ェスタ

月　戦国ストリートin沼田＆真田ゆ
かりの旨いもの合戦

月　たんばらスキーパークオープン
１月　老神温泉雪ほたる
２月　老神温泉節分祭
※問い合わせ＝観光交流課（☎・
・）

　
大
蛇
ま
つ
り

　
老
神
温
泉
の
開
祖
と
い
わ

れ
る
大
蛇
を
み
こ
し
に
仕
立

て
、
温
泉
街
を
練
り
歩
く
祭

り
。
毎
年
５
月
第
２
金
、
土

曜
日
に
開
催
。
大
蛇
み
こ
し

（
全
長
１
０
８
㍍
）
は

年

に
一
度
の
巳
年
に
登
場
。
今

年
、
「
最
も
長
い
祭
り
用
の

蛇
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
の
世
界

記
録
に
認
定
さ
れ
た
。

　
吹
割
の
滝

　
高
さ
７
㍍
、
幅

㍍
に
お

よ
び
、
急
流
が
川
底
の
割
れ

目
に
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
音
を
立
て

て
落
下
す
る
瀑
布
は
迫
力
が

あ
り
、
「
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ

ラ
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
、
渓
谷

美
を
堪
能
で
き
る
。
新
緑
や

紅
葉
の
頃
が
特
に
お
勧
め
。

ふ
る
さ
と
キ
ラ
キ
ラ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

　
正
式
名
称
は
「
花
と
緑
の

ぐ
ん
ま
づ
く
り
２
０
１
４
ｉ

ｎ
沼
田
」
で
、
市
政
施
行


周
年
を
記
念
し
た
花
と
緑
の

イ
ベ
ン
ト
。
沼
田
公
園
や
市

の
中
心
市
街
地
を
メ
ー
ン
会

場
に
、
来
年
４
月

日
～
５

月

日
に
開
催
さ
れ
る
。

　
え
だ
ま
メ
ン
チ

　
Ｂ
級
グ
ル
メ
研
究
会
と
地

元
の
利
根
実
業
高
校
の
力

作
。
特
産
品
で
あ
る
枝
豆
入

り
の
メ
ン
チ
カ
ツ
。
給
食
提

供
な
ど
を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
の
販
売
数
は

年
度

で
約
１
万
５
千
個
。
今
年
４

月
に
は
商
標
登
録
さ
れ
、
市

内
約

店
舗
で
提
供
。

　
沼
田
ま
つ
り

　
「
ま
ん
ど
」
と
呼
ば
れ
る


台
の
山
車
や
各
町
内
の
み

こ
し
が
街
を
練
り
歩
く
、
熱

気
あ
ふ
れ
る
祭
り
。
女
性
だ

け
で
担
が
れ
る
「
天
狗
み
こ

し
」
が
華
を
添
え
る
。
８
月

３
～
５
日
に
開
催
さ
れ
る
。

た
ん
ば
ら
ラ
ベ
ン
ダ
ー
パ

ー
ク

　
冬
は
ス
キ
ー
場
と
し
て
人

気
の
た
ん
ば
ら
ス
キ
ー
パ
ー

ク
。
夏
に
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が

満
開
に
な
る
。
見
頃
は
７
月

中
旬
～
８
月
中
旬
で
、
ピ
ー

ク
時
に
は
約
５
万
株
の
ラ
ベ

ン
ダ
ー
が
咲
き
誇
る
さ
ま
は

圧
巻
。

　
平
成

年
２
月

日
に
、

私
ど
も
横
浜
商
科
大
学
と
沼

田
市
と
は
、
観
光
振
興
に
関

わ
る
諸
問
題
の
調
査
研
究
・

提
言
等
に
つ
い
て
連
携
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

連
携
は
沼
田
市
、
そ
し
て
私

ど
も
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と

な
る
こ
と
を
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　
沼
田
市
に
は
数
多
く
の
観

光
資
源
が
存
在
し
ま
す
。
城

下
町
と
し
て
の
歴
史
文
化
、

緑
あ
ふ
れ
る
山
と
高
原
、
温

泉
、
神
社
、
そ
し
て
豊
か
な

農
産
物
等
々
と
、
人
々
を
引

き
つ
け
る
素
材
は
豊
富
で

す
。
改
め
て
こ
れ
ら
の
資
源

を
ど
う
組
み
合
わ
せ
・
加
工

し
、
他
と
の
比
較
優
位
性
を

作
り
出
す
か
、
そ
し
て
そ
れ

を
ど
う
発
信
す
る
か
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、私
ど
も
大
学
は
、

観
光
に
関
す
る
科
目
を
設
定

し
、
教
育
・
研
究
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
さ
ら
に
今
後
、

地
域
開
発
、
町
お
こ
し
と
い

っ
た
分
野
で
の
教
育
・
研
究

を
充
実
さ
せ
る
予
定
に
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
中

で
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
持

つ
沼
田
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
拠
点
と
で
き
ま
す
こ
と

は
、
本
学
に
と
り
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
。

　
２
月
の
協
定
書
締
結
以

降
、
既
に
次
の
よ
う
な
成
果

が
出
て
お
り
ま
す
。

　
①
教
員
・
学
生
に
よ
る
老

神
温
泉
お
よ
び
市
街
部
の
現

地
調
査
に
基
づ
く
課
題
の
抽

出
と
今
後
の
方
向
性
の
提
言

②
沼
田
市
を
ケ
ー
ス
に
「
観

光
振
興
シ
ス
テ
ム
開
発
・
研

究
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
富

士
通
グ
ル
ー
プ
開
催
の
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加

③
教
員
・
学
生
に
よ
る
老
神

温
泉
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
④

観
光
関
連
事
業
所
で
の
学
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実

施
―
。

　
以
上
に
加
え
、
来
訪
観
光

客
に
対
す
る
「
観
光
利
用
実

態
把
握
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
９
月
の
連
休
時
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
地
域
に
と
っ
て
観
光
は
重

要
な
産
業
で
す
。
そ
の
た
め

の
観
光
戦
略
策
定
と
実
行
に

私
ど
も
大
学
も
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
本
年
４
月
、
日
本
旅
行
写

真
家
協
会
は
、
沼
田
市
と
写

真
を
基
軸
と
し
た
観
光
振
興

事
業
を
目
的
に
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
自
然
や
観
光
資
源

を
活
用
し
た
写
真
教
室
や
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
、

そ
の
作
品
に
よ
る
写
真
展
、

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
展
開
、
首

都
圏
と
沼
田
市
の
交
流
を
深

め
相
互
の
発
展
や
文
化
の
浸

透
を
図
り
ま
す
。

　
沼
田
市
は
、
日
本
有
数
の

ブ
ナ
林
を
誇
る
玉
原
高
原
、

利
根
川
や
片
品
川
の
流
れ
等

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
環
境

に
あ
り
、
歴
史
的
に
は
、
真

田
昌
幸
・
信
之
ゆ
か
り
の
城

下
町
と
し
て
、
地
形
的
に
は

河
岸
段
丘
の
上
に
形
成
さ
れ

た
町
で
も
あ
り
ま
す
。

　
首
都
圏
か
ら
２
時
間
の
至

近
距
離
に
あ
っ
て
、
一
般
的

に
知
ら
れ
て
い
な
い
沼
田
の

魅
力
を
、
写
真
家
の
視
点
か

ら
再
構
築
、
幅
広
い
情
報
を

発
信
し
ま
す
。

　
協
定
締
結
後
、
４
本
の
撮

影
会
・
写
真
教
室
ツ
ア
ー
を

実
施
、
ま
た
、
「
老
神
温
泉

大
蛇
ま
つ
り
」
「
沼
田
ま
つ

り
」
を
取
材
、
会
報
「
Ｈ
Ｏ

Ｔ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
へ
と
導
き
、
２
０
１
４

年
３
月

日
か
ら
東
京
・
銀

座
の
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
」

で
写
真
展
と
し
て
広
く
社
会

に
公
開
し
ま
す
。

　
年
次
企
画
「
沼
田
写
真
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
展
開
を
目

指
し
、
自
然
環
境
の
中
で
宿

泊
、
写
真
研
修
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
、
そ
の
参
加

の
た
め
の
写
真
ツ
ア
ー
・
写

真
教
室
を
併
設
、
年
間
事
業

と
し
て
定
着
を
図
り
、
沼
田

市
の
大
き
な
飛
躍
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　
「
森
林
文
化
都
市
」
沼
田

市
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
姿
と

す
る
た
め
に
。

　

沼
田
市
政
に
お
け
る

観
光
の
位
置
付
け
は
。

　
「
市
の
産
業
は
第
１
次
産

業
が
中
心
だ
が
、
近
年
は
豊

か
な
自
然
、
食
、
歴
史
を
生

か
す
べ
く
観
光
振
興
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
観
光
客
の

増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
は

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
今
や

市
政
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て

い
る
」

　
「
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
観
光
客
も
減
少
し
た
が
、

よ
う
や
く
回
復
し
つ
つ
あ

り
、

年
度
は
約
２
８
６
万

人
（

年
度
２
６
１
万
人
）

と
な
っ
て
い
る
。
宿
泊
客
も

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
人

件
費
を
除
い
た
観
光
予
算
は


年
度
で
約
１
億
６
０
０
万

円
だ
」

　

市
の
主
な
観
光
名
所

を
挙
げ
て
下
さ
い
。

　
「
玉
原
高
原
は
、
冬
は
一

大
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ

り
、
夏
は
紫
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

が
一
面
を
敷
き
詰
め
る
風
光

明
媚
な
土
地
だ
。
吹
割
の
滝

は
国
指
定
の
天
然
記
念
物
で

『
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
』
と

言
わ
れ
、
そ
の
迫
力
は
見
る

人
に
感
動
を
与
え
る
。
老
神

温
泉
は
片
品
渓
谷
沿
い
に
老

舗
旅
館
や
ホ
テ
ル
が
点
在

し
、
豊
富
な
湯
量
は
も
ち
ろ

ん
、
紅
葉
や
新
緑
の
景
色
も

美
し
い
」

　

老
神

温
泉
と
い
え

ば
毎
年
５
月

に
行
わ
れ
る

大
蛇
ま
つ
り

で
す
ね
。

　
「

年
に

一
度
、
大
蛇

み
こ
し
が
登

場
す
る
。
長
さ
は
約
１
０
８

㍍
に
達
し
、
今
年
５
月
に
は

祭
り
用
ヘ
ビ
と
し
て
ギ
ネ
ス

に
認
定
さ
れ
た
。
郷
土
の
誇

り
だ
。
そ
の
ほ
か
、
観
光
フ

ル
ー
ツ
園
、
沼
田
公
園
を
中

心
と
し
た
沼
田
城
址
な
ど
が

あ
る
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

が
日
本
一
の
大
天
狗
を
祭
る

お
寺
で
、
天
狗
の
霊
峰
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
迦
葉
山
弥
勒

寺
。
８
月
上
旬
に
行
わ
れ
る

沼
田
ま
つ
り
で
は
そ
の
天
狗

面
を
女
性
が
担
ぐ
天
狗
み
こ

し
が
有
名
だ
」

　

観
光
客
は
ど
こ
か
ら

来
て
い
ま
す
か
。

　
「
埼
玉
、
東
京
、
千
葉
、

神
奈
川
が
多
い
。
北
関
東
自

動
車
道
開
通
に
よ
る
、
茨
城

方
面
か
ら
の
入
り
込
み
増
も

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。
比

較
的
中
高
年
層
が
多
く
、
満

足
度
を
高
め
る
た
め
に
、
も

て
な
し
の
向
上
や
体
験
メ
ニ

ュ
ー
の
充
実
を
図
り
、
フ
ァ

ン
化
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
真

田
の
城
下
町
と
い
う
歴
史
を

生
か
し
て
、
若
者
、
女
性
層

を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み

も
考
え
て
い
く
」

　

椎
坂
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
も
観
光
客
増
に
寄
与
し
そ

う
で
す
。

　
「
今
年

月

日
に
国
道

１
２
０
号
の
椎
坂
ト
ン
ネ
ル

が
開
通
し
、
利
根
片
品
方
面

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
積
雪
時
で


分
ほ
ど
短
縮
さ
れ
る
。
こ

れ
を
機
に
利
根
沼
田
方
面
へ

の
観
光
客
の
増
加
を
図
る
た

め
、
老
神
温
泉
で
も
冬
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
計
画
し
て
い
る
」

　

観
光
振
興
の
た
め
、

横
浜
商
科
大
や
日
本
旅
行
写

真
家
協
会
（
旅
写
）
と
連
携

し
ま
し
た
が
、
成
果
は
。

　
「
横
浜
商
科
大
に
つ
い
て

は
４
月
か
ら
４
回
、
計

日

間
の
来
訪
が
あ
り
、
延
べ
約

１
８
０
人
が
活
動
し
た
。
ま

た
、
若
い
感
性
に
よ
る
提
案

を
期
待
し
て
い

る
。
人
通
り
の

少
な
い
老
神
温

泉
や
市
内
で
の

学
生
の
活
動
は

目
立
つ
存
在

で
、
市
民
に
い

い
刺
激
を
与
え

て
い
る
よ
う

だ
」

　
「
旅
写
に
つ
い
て
は
、
会

員
に
よ
る
宿
泊
、
日
帰
り
の

撮
影
旅
行
が
数
回
行
わ
れ
て

い
る
。
直
接
的
な
経
済
効
果

も
大
き
い
が
、
ど
の
よ
う
な

沼
田
を
切
り
取
っ
て
も
ら
え

る
か
、
ま
た
新
し
い
魅
力
の

発
見
の
可
能
性
に
つ
い
て
も

大
変
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

今
後
写
真
展
も
予
定
し
て
お

り
、
旅
写
の
発
信
力
に
期
待

し
て
い
る
。
４
月

日
に
は

新
た
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
と
包
括
協
定

を
結
ん
だ
。
観
光
だ
け
で
な

く
防
災
な
ど
も
含
め
て
連
携

を
よ
り
強
化
し
た
い
」

　

観
光
関
係
者
に
は
ど

ん
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す

か
。

　
「
観
光
地
の
衰
退
は
一
経

営
者
や
一
企
業
の
問
題
に
見

え
が
ち
だ
が
、
地
域
が
一
つ

と
な
っ
て
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
再
生
の
道
は
開
け
な

い
と
考
え
る
の
で
、
団
体
・

事
業
者
間
の
連
携
し
た
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
望
み
た

い
。
観
光
需
要
は
短
期
間
に

変
遷
し
や
す
い
。
成
果
が
確

認
で
き
る
ま
で
は
時
間
を
要

す
る
の
で
、
産
業
と
し
て
地

域
に
根
付
か
せ
る
に
は
『
観

光
客
が
来
な
く
て
も
、
地
域

に
と
っ
て
価
値
が
あ
れ
ば
良

し
』
と
い
う
思
い
切
っ
た
考

え
方
で
活
動
を
継
続
し
て
ほ

し
い
」


